
発酵乳製品の骨代謝におよiます影響に関する検討
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背景と呂的

発目挙事L奪還fiI，のカルシウム会谷量は通諸君CI)牛乳とはほぼ|附警警かやや上凶り、手ぎ尽なカルシウム添とし

ての役裂をmっているととは縫いのないところである。一方、発隊乳製品はや況にはない5左翼霊添性物

燃が米知のものも含めている可合意後生室長五い。それらの物質の中守、返年その欠乏が符析のりスクをi総

める ζとにつながるごとが示唆されてL、るピタミンK'ご主主今i主主主沼している。発重孝乳製品lこはビタミ

ンK2が多く含有されており、主章常の牛乳以上に骨の官室長経意義鈴・ 3曽進に干言問<:'ある可能性がある。

本研究で、は総務乳製品の終取状況と高齢者の符代議主ならびに符灘、骨折発生の状況、互是清ピタミン

K淡療との関連を検討する。

寵査・研究計簡および方法

a .8閣議ま対象者東京高官老人医療センター骨粗重量外来受診者{受章豪華雪総数約15∞人〉。

i食後タミン K濃度滋i笈については、インフォームドコンセントが事事られた患者について採血を

き基行する。

る. ~関査項目;伶毒装議重外来でF惑いている悶診E裂に事をい、現在の食f主主5について主姿勢おごとの摂馬主義語

lfを議選交する。本間後妻震においては「牛李じと発勝乳綴訟の代表として fヨーグルトjが7lU綴(1)

項EIとして取り上げられている。更に脅fJTや他の疾慾についての絞殺緩や現f:f.の治療状努号、家族

墜についても綴査する。

符の務官震は絢線維X線空主要悪による脊髄庄治符折の有主義;こ詩避する評価とDualenergy X附ray

a恥orp註ome句r(DXA) による腰雄、火災脅頚部、官官腕骨i霊位端の4守護霊ì!{IJ~主を行う。

i血液.1Jl(検査では、 f李総長室外来で王室殺行われている 絞検査ならびに符代謝マーカー{血消オ

ステオカルシン、血清背中寺災会守アルカリフォスターゼ、長官ゅう"';tキシピリジノリン、尿'flNTX)

の測定を行う。またインフォームドコンセントが持率られた患者からは血清ピタミンK濃度 (KL

MK4、MK7、MK8)ならびにundercarboxylatcdosteocalcin (ucOC)のi側主主を行うためのまま院総を行

う。

C. 車窓燃の解析発罰事乳製品の綴駁状況、骨折の義主役、脊椎圧迫手守新ーの有無、骨盤、.IUJ.液..1*の各奪還

パうメーターについて統計約解析を行い、発君事乳製長誌が安代議Hこ及ぼす影響について多角的i二検

討する。
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結果と考察

今回の最終解析対委員';t:975~ろであり、うち男性が84名、女性が891名であった。乎均年議舎は71.3ミ?と

高齢者の集団である。骨組暴露外米でfiっているさtm習慢の調査の内、食生活iこ療する議選釜は晶子認のよ

うな内容である。 11まlま毎日jを 15J、「主連 3-4図Jを 14J以下、 13J、12J、11Jとスコア{と

した上で解析を行った。

表 食事摂敏娯JJl'に関する雪崩愛護憲

l 牛乳 iまぼ毎日 主選 3…H芸 互選 1-H主 ほとんど飲まない 主主まない

2 チーズ ?ま{ま若手8 送還 3-4護軍 滋 1-2路 ほとんど食べない 食べない

3 ヨークソレト iまiぎf事回 支霊3…4釘 道選 1-2沼 ほとんど食べない 食べない

4 小魚 iま{玄室草B 麹 3-4筒 麹 1-2沼 ほとんど食べない 食べない

5 縁禁色野菜 {まiま毎日 連軍 3-4悶 週 1-2図 ほとんど食べない 食べない

5 豆腐 {まiま毎お 翌週 3-4閥 道週 1-2凶 ほとんど食べない 食べない

7 数豆 Iflま毎B 遡 3…4悶 i閣1-2闘 ほとんど食べない 食べない

g 肉 IUf毎日 溜 3-4悶 i関1…2邸 ほとんど食べない 食べない

2 魚、 ほぽ毎日 週3…4悶 i滋1…2隊 ほとんど食べない 金べない

10 コービー ほぽ毎H 週 3-4悶 滋 1-21ID ほとんど飲まない 飲まない

11 日本茶 ほぼ毎日 題 3-4 IT耳 i綴1-2翻 ほとんど童文まない 欽まない

図に示すように牛乳をほとんどの毎日飲む者が60%にもおよび、送還 4題以よとすれば4分の 3以上

の人が摂取していた。とれに対して発酵乳製品のtR駁，貴重度以後いもののヨーグルトを選4関以上摂取

する有者は半数を越えた。
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1 :飲*ない、 2:ほとんど飲まない、 3:遡1~2聞、 4:遡3-4際、 5:Iまぼ毎日

関 骨粗務外来受診者における乳製品摂取状況
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ょこれらの淡紋状況と総緩緩X線写真による干草寺整圧迫翁好の衡実現、 Dual問 ergyX-ray absorptiometry 

(DXA)による際校、大5選管室棄さE、議室窪脅遼役立織のす警察、号制党総?ーカ…{血清オステオカJレシン、

燥機符終3警告gアルカリフォスターゼ、尿Zドデオキシピワジノワン、長誌やNTX)との砲に有意の関係l立

認められなかった。また、ビタミンK許制定痛のサンプんについては来年度以降測定する予定である。

今側、関齢者の骨代謝における発苦手乳製品のを診警警について挙手滋之主義喜楽会~f等られなかったが、 Eをなる

統計解析の余地が残されており、本年度の鋭気終了後の検討も必望書である e 受iこ乳製品が言支援喜glご又

I:U駒内紛菌数の変化を介して間接的に体内のビタミン K~先綴 iこ支診察を与えているか否かの検討、言若譲事

事し事~n'f，を子日いた介入的前向き試験、発酵乳製品 lこ終3契約 i二ぜきまれでいる生理活性物質の検討もtJう。

3遅々 はlUli禽ピタミンK濃度、特に納をはじめどサる予告勝食品に多く含まれているピタミンK2の

衡や淡震が日本人に比較して英国人で低いこと、Ji!1ニ日本凶内でも「東高商低」の傾向にあること金

詳言した。とれらのことから、大腿智頭部符紛予送金綴控室における地域差を説明する要因のーっとしてビ

タミン波紋章震の差があることをノ京翌をしている。また、どタミン Kの代謝ならびに作用において機的防

護遣となるvItaminK e伊豆dase/carもoxy!ase!こは淡島建ぎがあることが知られており、遺伝的聖書l刈告側

壁れこ入れた発務金品の管代議許への影響iこ事号する検討も今後の若草皇室でるる。
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